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黄表紙画像の独立、先行性について






























































































































































































































































































図5. 『其返報怪談』 ：『古典文庫 黄表紙集 1j古典文庫、 1969。（原本、東
京都立中央図書館東京誌料文庫所蔵）









In the beginning was the Word・ 
The Word was with God 









Joshua Mostow氏は、発表者からの問いかけに答えて、 VisualVocabulary （視覚的単語）は（西洋の
図像学で言う） Iconと呼んでもいい、ただLIconもまだ辞書は作られていない、と発言した。
Sandy Kita氏は、日本絵画史の中では、貼り交ぜ帳や浮世絵において、 一つの画像がもともとのコ
ンテクストから切り離され、別の場所に入れられることによって意味が変わってくる、という、画像
の単語化が起きることがある、また、 一定の画像が繰り返し使われるうちに、独立した固有の意味付
けをされることがやまと絵（春秋図など）にはある、と指摘し、発表者は、絵画だけの世界と、文学
作品の世界では違う面もある、と答えた。さらに、 Kita氏は、伝統的なものとその場だけのものとの
区別が必要ではないか、と指摘した。
山下則子氏は、京伝鼻は、作品中に述べられる、主人公を批評する世間の人のことばと対応してい
るところが面白い、と述べた後、最近では、草双紙の登場人物の顔を歌舞伎役者の似顔絵にすること
により、その役者が得意とする役柄を登場人物の性格として暗示する、という手法についての研究が
進み、場合によっては役者の紋や印だけでそれを暗示することもある、と指摘し、発表者は、日本で
は日常的に様々な画像に意味がある、アメリカではそうではない、と答えた。山下氏は、しかし黄表
紙の画像は現代日本人には読み取れない、やはり辞書が必要である、と述べ、発表者も同意した。
座長の木越治氏は、民俗学などでは「絵引き」という画像辞書があり、そういう動きは着実に広ま
っている、とまとめた。
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